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会田 峻介(あいだ しゅんすけ)
システム技術研究所 電力システム領域

インバータ連系電源導入拡大時の系統保護への
影響評価手法を開発

背景

　今後、大規模な風力発電をはじめ、更なるインバータ連系電源（Inverter Based Resources:IBR）
の導入拡大が予想されます。系統事故が発生したときに事故箇所を系統から瞬時に切り離すため
に、保護リレーは迅速かつ適切に動作する必要がありますが、IBRが供給する電流が保護リレーの動
作に与える影響は十分に整理されていません。
　当所では系統事故時の故障電流を計算するシミュレーションプログラム（F法）を開発しており、
これにIBRモデルを追加し、IBRが導入拡大する将来系統における保護リレーシステムの課題を洗い
出し、対策立案を支援するツールを開発しています。

実機に基づくシミュレーションモデルを用い、保護リレーの整定検討等に貢献

成果の活用先・事例

　IBRがより導入拡大された将来の電力系統における保護リレーシステムのあり方やグリッドコードの議論に資する具体的・
定量的な検討が可能となります。

電力流通

成果の概要

◇実機IBRの系統事故時の供給電流特性に基づくF法用IBRモデルの開発

　当所が保有する大型実験装置「電力系統シミュレータ」での実機のIBRを用いた試験によ
り、IBRが系統事故時に供給する電流特性を明らかにし、保護リレーの整定検討等に用いること
ができるF法用のIBRモデルを開発しました。

◇IBR導入拡大時の系統保護上の課題の抽出

　IBRが導入拡大されている地域供給系統を対象としたシミュレーションにより、事故の種類に
よってIBRが供給する電流が変化することがわかりました。これにより、地域供給系統で広汎に適
用される短絡距離リレーが算出するインピーダンスが事故の種類によって変化し、実際のイン
ピーダンスと異なるため、保護リレーが誤動作、誤不動作する恐れがあることを明らかにしました
（図１）。IBR導入拡大時の系統保護の課題を洗い出すことにより、一般送配電事業者は保護リレー
整定検討や遮断器の遮断容量の検討、およびIBRが導入拡大時の系統における保護リレーシステ
ムの課題・対策の検討を行うことが可能となります。

電力系統シミュレータ　電力系統を構成する要素機器を小型アナログモデルで模擬し、様々な系統現象を再現しています。

図1　シミュレーションに用いた系統モデルと各種事故ケースでの演算結果例
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複数の実機のIBRの事故時の供給電
流特性を把握しIBRモデルを開発しま
した。
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F法

多併架故障計算プログラ
ム(F法)。電力系統の任意
の地点・任意の種別（地
絡・短絡・断線）の組合せ
故障計算を行うことがで
きる。

保護リレーの整定

動作値や動作時間などの
保護リレーの応動の基準
値を選定すること。
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